
統合農法のコンセプトを話し合い、年間通して栽培で
きる作物を学習する。(１月29日　ファイトンルアン村）

統合農法の講義を行い、モデルとなった農民中心に
農地の利用計画を発表する。(3月23日　メーランノイ
村）

お互い農民どうしが訪問しあって、土地活用や栽培方
法などの説明を受ける。(2月11日　ファイコーン村）

安定した水流を維持するためのチェックダム、土嚢袋
に土とセメントをいれて積む。（3月18日　ファイトンル
アン村）

鶏の雛を配布して、鶏舎での飼い方や抗生物質のや
り方などを指導。（4月9日　ファイトンルアン村）

オンザジョブトレーニングによる幼魚池づくりを指導。
（5月14日　ファイトンルアン村）
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コーヒーの木、枝の剪定を学ぶ。
（3月26日　ファイコーンセンター）

コーヒーの実の果肉取り、薄皮取りの機械を初めて使
う。洗いや乾燥方法も学び、赤い実で出荷していたも
のを豆にする技術を取得。（11月24日　ファイコーンセ
ンター）

村人が村の自然災害状況を報告。地形を学び土地利
用を考えることが地図作成の動機にもなる。
（3月２５日　メーランノイ村）

GPSを使い歩測計測し、地図を作成していく作業。PC
へのデータ落とし込みも行う（5月16日　ソプラン村）

村の住宅地図をボードに書き、保存している種を地図に落とし込んでいく。右の地図はそれをデータ化した。
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4村から21人の婦人会リーダーが集まって、食のト
レーニングを行う。4種類の保存食を作り、食の保全
や栄養改善に役立たせる。（8月16日　ファイコーンセ
ンター）

5村合同交流セミナーで、成果発表するモデル農民
達。村人の他、学校生徒や役所などから約200人参加
した。（10月17日　メーランノイ村教会）

5村合同交流セミナー（10月17日　メーランノイ村）、復
活させた地場野菜を展示披露した。

5村合同交流セミナー（10月17日　メーランノイ村）、カ
レン族伝統料理（おかゆなど）を展示、説明して、プレ
ゼン力を競いあう。
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5村合同交流セミナーに展示したモデル農民のポスター。彼は、4haの土地を区画整理し、貯水池と養魚池を
整備し水田と陸稲、コーヒーやマンゴーなどの果樹を多品種栽培した結果、家族の生活は向上し、また、彼の
農地は生徒や他の農民の学びの場としても活用されている。


